
72 90 在来⽊造 持家⼀⼾建

この計画は、周辺を畑に囲まれた峠の麓に建つ住宅のリフォームです。お⼆⼈は、⽇本庭
園と古⺠家の雰囲気に惹かれこの建物を購⼊されました。しかし⽇本庭園に⾯する南側の和
室は明るく開放的であるのに、北側の居間や⾷堂は暗く閉鎖的でした。そこで、北⻄
の⼀部をえぐるように減築し、光と⾃然が感じられる中庭をつくりました。

28 76.35 RC造 持家共同建
名古屋市の都市部ながら眺望の良い築28年のマンションスケルトンリノベーション。現
状は平天井だったが事前調査で空間があることが分かり、適法なロフトを持たせ
た夫婦と⾼校⽣の息⼦、計3⼈家族が快適に住まえる⽊の平屋住宅を提案した。

27 67.08 RC造 持家共同建 息⼦の独⽴で、⼆⼈暮らしに戻ったのを機に、共働きの忙しい⽣活 の中だからこそ、
ゆったりとした暮らしを楽しめ、友との交流も促 せる、開かれた⼼地よい場創りを考えた。

50 104.75 在来⽊造 持家⼀⼾建 築 50 年の中古⽊造住宅の耐震改修

115 317.4 伝統構法⽊造 持家⼀⼾建  耐震性能の向上、住環境の改善、バリアフリーへの対応、 設備の更新を⾏い、世代を超
えて住み続けられる住宅を⽬指した。

48 46.37 在来⽊造 賃貸共同建 外出⾃粛下で、安くて便利な部屋がテレワークも困難な息の詰まる都合の悪い部屋と
なってしまったため

40 81.46 RC造 持家共同建
新築から 40 年間、⼀度もリフォームされてい なかったマンションを相続したオーナーか
ら、ウィズコロナ時代に 対応した暮らしを叶えたいというリフォームの依頼を受けまし
た。

36 69 RC造 持家共同建
眺望が気に⼊って新築時に購⼊され、⻑くお住まいのご⾃宅。階段状のつくりのマン
ションで、各⼾にルーフバルコニーがあり景観が素晴らしいが、その分太陽熱の
影響を受けやすく、温熱環境改善を⽬的とし、パッシブリフォームをご提案。

50 116.77 在来⽊造 持家⼀⼾建
⾃然が近くにある広々とした環境で⼦育てがしたいと万葉集に登場す る⼆上⼭の麓に
ある空き家を購⼊され、みんなが気軽に集まる家でお 菓⼦教室をしたいご要望が
あった。

27 60 RC造 持家共同建 ⼦どもの出産をきっかけに、新しい⽣活のために転居を検討。年の中でも⾃然環境を⾝近に
感じられるような健康的な暮らしを望んだ。

16 138 在来⽊造 持家⼀⼾建
「こだわって新築したのに暗くて寒い上、⾬漏りまでする・・ これとは別に、間取りや
使い勝⼿もイマイチでずっと悩んできたが、階段や⽞関等は思い⼊れがあるのて
゙、変えたくない部分もある。

30 57.88 RC造 持家共同建

バブル時のデザイナーズマンションで、最上階⾓部屋、無 断熱で窓が多
く、デザインを優先したがために問題の多い構造であった。 冬の寒気は⾮常に厳
しく、夏は特にリビングの天井まである出窓が⻄⽇を 受けると灼熱となった。過酷
な温熱環境に耐えきれずリフォームを繰り返 したが改善せず、悩みに悩んだ末に
弊社に辿り着き、終の住処にふさわし い住環境を得るためのフルリノベーションを依頼さ
れた。⼥性の1⼈住ま いだが、独⽴した娘たちが泊まりにきても快適に過ごせる家
である。

34 45.58 在来⽊造 持家⼀⼾建

 定年退職を機にリフォームを決意。過去にボランティアを しており、仕事柄地域とのつ
ながりを⼤事にしている夫妻が、⼭積 みになっていたり段ボールに⼊ったままになっ
ているたくさんの蔵 書を整理し、地域の⼈に開放したい、乳幼児から⾼齢者まで様々な 
⼈が⽴ち寄れる場所にしたい、と希望。

17 48.8 在来⽊造 持家⼀⼾建 毎⽇の出勤が 50%テレワークとなり、「家族で過ごす⽇々 をより充実させる好転機
にしよう!」と、⼟地価格が⽐較的安価 な郊外への移住を計画。

36 88.5 RC造 持家共同建 約90m2のマンションを４⼈家族のためにリノベーション

38 81 ⽊質系プレハブ 持家⼀⼾建 お⺟様がひとりで住われていたが、息⼦様ご夫婦とお⼦様たちが同居する２世帯住宅に。

35 152.45 RC造 持家共同建 オフィスとして使われていた約150m２の区画を施主が購⼊し、２世帯住宅へと改修するこ
とになった。

51 49.68 在来⽊造
受け継いだ実家は、15 坪ながらも⽴地が良いので全⾯改装して住みたい。外の洗
濯機や、ゆっくりできない浴室を変えてほしい。⼀階に⽔回り全てを納め、かつできる
だけ広いリビングが欲しいとご要望を受けました。

30 103 在来⽊造
⼦供達の独⽴後は1階⼦供室は⽤途を失い、2階⼩屋裏と共に物を放置する場所だった。急な
階段や夏暑く冬寒い屋内環境の改善と合わせて、屋外とのつながりも感じることがて
゙きる暮らしを求めていた。

48 105.05 在来⽊造 施主の先代が建てたこの住宅は、⼦の結婚・⾃⽴をきっかけに2⼈で暮らし易く、耐
震・防⾳化することが始めの要望であった

53 155 在来⽊造

息⼦夫婦と同居し2世帯化したものの共働きでほとんど家にいない。そこで... ●若い
⼈の⼿を煩わせず暮らせる雪の対策。●屋根の勾配を変えて、屋根に雪が積もらないよ
うにする。●新築時よりくっついている蔵に似合うデザインにする。(でも柱だら
けの真壁は嫌い)●下屋を増築したい。●窓を⼤きくして明るくしたい。

38 98.54 在来⽊造
ご⾃分で家具をつくってしまうなど⼿先が器⽤で、ものづくりに対してこだ
わりを持つ奥様は、古いものを⼤切にするという考えに共感し、家を持つならば、古家を
受け継ぐ事のできるリノベーションで、と考え、今回のリノベーションへ⾄った

43 136.71 在来⽊造
北鎌倉の⾼台に建つ、築 42 年の⽊造住宅の改修である。既存建物は南側に庭を持ち、北
側には豊かな眺望が広がる魅⼒的な環境にあったが、増築を繰り返していたため、眺
望を活かしきれておらず、室内は暗く、⾵通しも悪かった。

47 174.43 在来⽊造 既存⽊造平屋建て住宅の⽼朽化に伴うリフォーム計画である。近年、この地域では古い
家や⾃然が次々に取り壊され、施主もそれを哀しんでいた。

52 113.15 在来⽊造

働く主婦の要望として、家事が楽で楽しくなる動線計画・適材適所の収納・視覚的に広
がりのあるLDKを希望された。この住宅は⼀度リフォームされており、その際に通し柱か
゙切られ、補強などせず家が傾いていたため、耐震補強と現代のライフスタイルに即
した間取りへと改善する必要があった。

60 117 在来⽊造
夫婦それぞれの実家に近く、⽴地が決め⼿で選んだ家は築 60年以上。傷みも多く
快適に住めるようになるか不安でしたが、建物のもつ時代の雰囲気をできるだけ残して暮ら
したいとご要望。

44 160.04 在来⽊造

「親⼦2⼈の⼥性で暮らすために祖⺟の遺した住宅をリフォームしたい」という⾔葉が
始まりであり、内部は暗く寒く、外観は重厚で古い印象の⼊⺟屋造を「草⽊を⽣けた
り、季節の移ろいを感じられる⽂化的な家」という希望に沿って設計したまず施主が
⼥性である事から、最も明るく庭の⾒える南東⾓部屋にあった出窓にキッチンを組み込む
事を提案した。対⾯やアイランドといった形式的なものとは⼀線を画す新しいキッチンの
提案である

35 61.48 在来⽊造 中古で購⼊して以来、13 年間1度も⼿をいれてなかった。⼦供も独り⽴ちし、夫婦これか
らの暮らしになった。

42 194.94 在来⽊造 別々に暮らしていた親⼦(60 歳代の親と 30 歳代の娘夫婦)のために、空家となった建主の実
家を⼆世帯の住まいとして改修した計画である。

17 48.8 在来⽊造 毎⽇の出勤が 50%テレワークとなり、「家族で過ごす⽇々 をより充実させる好転機
にしよう!」と、⼟地価格が⽐較的安価 な郊外への移住を計画。

28 95.56 在来⽊造 ⽔回り設備の⽼朽化改善と、間取り変更を予定

27 102.7 在来⽊造 体の不⾃由なご主⼈、奥様、⼦供2⼈のご家庭で、とにかく明るく寒くない家にした
いというご要望だった

48 104.75 在来⽊造
築 50 年になる⽥の字プランの普通の⺠家のリノベ。ご依頼主の夫婦と娘、奥様のこ
゙両親、叔⺟の3世帯6⼈家族の構成で住まう為、間取りも新たなライフスタイルに変換す
べくご依頼。

36 99.56 在来⽊造
和室2間をつなげて広い LDK にしたいが、対⾯キッチンには抵抗があったお施主様。
リビング側からは⽬⽴たず、家事をする時も孤⽴しない、また家事が楽になるよう
な間取りをご希望されていた.

46 69.76 在来⽊造 古くなったキッチン改修と耐震補強。

23 82.4 在来⽊造
吹き抜けがあるにも関わらず、キッチンの開放感がなく、⽇中でも暗いのがお悩
みでした。また、吹き抜けがあることによって、夏は空気が通るが、冬は暖気が
上部に流れてしまうため、寒いのもお悩みでした。

100 147 在来⽊造 古⺠家カフェを営むのが夢だったお施主様は、カフェスペースとプライベートス
ペースを仕切りながらも共存させることをご要望されました。

33 84 在来⽊造

ご親族の設計したご実家を受け継がれた施主夫妻。両親や⾃⾝の少年時代の記憶が
刻まれたキズや汚れさえもいとおしい。それら記憶の跡を可能な限り残し、新しい部材と
融合させ、両親が愛した家を⻑く住み継ぐための改修。平⾯的にも断⾯的にも仕切りの
ない空間は印象的だが、温熱環境に関しては改善が必要だった。

45 123.85 在来⽊造
祖⽗から受け継いだ築 45 年の住宅。住宅密集地にあるため、採光とプライバシーの
確保を両⽴させること。そして、採り込んだ陽射しと調和する、⽊を巧みに⽤いた和モタ
゙ンデザインを希望。

20 50.75 在来⽊造

2世帯同居の息⼦様がお施主様。愛してやまないコーヒーを楽しむライフスタイルを反映
させた空間造りがしたい、というご要望が始まり。休⽇は東京・⻘⼭界隈のトレント
゙に敏感なカフェをめぐっていたため内装の⾼い質感や素材、設計に⾒慣れていて、こた
゙わりをお持ちだと感じました

20 32.3 在来⽊造
築 20 年を迎えたのを機に、ご夫婦と愛⽝との⽣活スタイルを⾒つめ直し、LDKのリ
フォームを進めることになりました。明るさ、⾵通しを確保しつつ機能性・デザイン性
も重視することをコンセプトに計画しました。
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